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１．静岡国道事務所の紹介

国土交通省 中部地方整備局 静岡国道事務所

所在地：静岡市葵区南安倍2丁目8-1

所在地
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静岡国道事務所の管理・事業路線

139 150 362

139 150 362

139 150 362

139 150 362

御前崎市

菊川市

掛川市

森町

牧之原市

吉田町

焼津市

藤枝市

島田市

川根本町

静岡市

富士市

富士宮市

沼津市

浜松市
静岡県

山梨県

富士由比ＢＰ
延長21.4km

静清ＢＰ
延長24.2km

岡部ＢＰ
延長7.2km

藤枝ＢＰ
延長11.6km

静岡国道事務所(管理)

浜松河川国道事務所(管理)

富士改良
延長1.6km

奥大井音戯の郷

フォーレなかかわね
茶茗舘

川根温泉

玉露の里

宇津ノ谷峠

富士川楽座

富士

朝霧高原

御前崎港

田子の
浦港

沼津港

富士東IC
興津IC

丸子IC

内谷IC

野田IC

広幡IC

静岡IC 日本平
久能山
SIC

清水IC
清水JCT

清水
いはら
IC

新清水
JCT

富士川
SIC 富士IC

新富士IC

沼津IC

長泉
沼津IC

新清水IC

新静岡IC
静岡SA
SIC

藤枝岡部IC

焼津IC

大井川
焼津藤枝
SIC

島田金谷IC

相良
牧之原IC

菊川IC

掛川IC

森掛川IC

袋井IC

裾野IC

御殿場
JCT

富沢IC

六郷IC

南部IC

下部温泉早川IC

中富IC

吉田IC

遠州森町SIC

清水港

両河内SIC
（仮称)

・

富士市役所

静岡市役所

藤枝市役所

島田市役所

富士宮市役所

焼津市役所

牧之原市役所

吉田町役場

川根本町役場

沼津河川国道事務所(管理)

国際拠点港湾

重要港湾※

《港湾》

※特定地域振興重要港湾含む

静岡駅

静岡空港

道の駅（国管理）

道の駅（上記以外）

《交通拠点》

高規格幹線道路
直轄国道（静国管内）
直轄国道
補助国道
主要地方道・一般県道

《道路種別》
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１．静岡国道事務所の紹介



２．道の駅の概要
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朝霧高原

富 士

宇津ノ谷峠

茶茗舘

奥大井

音戯の郷

川根温泉

富士川楽座玉露の里

あさぎりこうげん

ふ じ かわら く ざ

ふ じ

ぎょくろ の さと

う つのや と うげ

かわねおんせん

ちゃめいかん

おくおおい

お と ぎの さ と

フォーレ
なかかわね

静岡国道管内

全 国：１１９８駅
静岡県： ２５駅
静岡国道管内：８駅
静岡国道管理：３駅

（令和４年８月５日現在）
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２．道の駅の概要



○設 置 者：富士宮市

○所 在 地：静岡県富士宮市根原

○路 線 名：一般国道１３９号

○道路管理者：静岡国道事務所

○管理･運営者：株式会社 富士山

○供 用：平成１２年３月

○全体面積：約３６，０００㎡

「道の駅」朝霧高原

富士山

朝霧高原

139 150 362

２．道の駅の概要
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平日：1,131台（小型：1,026台、大型：105台）

休日：1,400台（小型：1,370台、大型：30台）

「道の駅」朝霧高原の利用者

出典：立寄交通量；交通量調査結果（時間平均交通量）（平日R3.10.4～10.8、休日R3.10.16～10.17）
車籍地； AIカメラデータ（平均車籍地割合）（平日R3.12.20～12.24、休日R3.12.25～12.26）

国道139号の交通量（道の駅「朝霧高原」付近）

平日：約6,429台

５台に１台が利用

２．道の駅の概要
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出典：立寄交通量；交通量調査結果（時間平均交通量）（平日R3.10.4～10.8、休日R3.10.16～10.17）
車籍地； AIカメラデータ（平均車籍地割合）（平日R3.12.20～12.24、休日R3.12.25～12.26）

36%
静岡県内

36%

東京都

13%
神奈川県

10%

中部地方

21%

関東

（東京、神奈川除く）

13%

関東以東

1%

関西以西

5%

静岡県内

30%

東京都

15%
神奈川県

11%

中部地方

22%

関東

（東京、神奈川除く）

16%

関東以東

2%

関西以西

4%

「道の駅」朝霧高原の利用者

＜平日＞ ＜休日＞

２．道の駅の概要

関東地方４２％関東地方３６％
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道の駅「朝霧高原」の最近の取り組み

【子育て支援】

２４時間利用可能なベビーコーナー、おむつの自動販売機、
妊婦向け屋根付き駐車スペースを設置し、子育て世代を応援。

２．道の駅の概要
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「道の駅」の最近の取り組み

２．道の駅の概要
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道の駅の最近の取り組み

【防災】

２．道の駅の概要



１．都道府県が策定する広域的な防災計画及び新広域道路交通計画
に広域的な防災拠点として位置づけられていること

12

３．防災機能強化の取組の進捗の報告

「防災道の駅」としての指定要件

○南海トラフ地震における静岡県広域受援計画

○静岡県新広域道路交通計画
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３．防災機能強化の取組の進捗の報告

「防災道の駅」として指定要件

２．災害時に求められる機能に応じて、体制が整っていること

①建物の耐震化、無停電化、通信や水の確保等により、
災害時においても業務実施可能な施設となっていること

②災害時の支援活動に必要なスペースとして、2,500m2以上の
駐車場を備えていること

③道の駅の設置者である市町村と道路管理者の役割分担等が
定まったBCPが策定されていること
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３．防災機能強化の取組の進捗の報告

◇ 一時的な避難施設
（富士教育訓練センター）

道の駅
「朝霧高原」

◆情報提供施設

◆非常用自家発電設備

◆ 資機材置場

※平常時は未使用

◆給水施設

◆災害時対応トイレ

第１駐車場

◆ ヘリポート

現状の防災機能
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３．防災機能強化の取組の進捗の報告

○ ＢＣＰ（業務継続計画）

災害時に被災し、人、物、情報等利用できる資源に制約がある状況下において、
優先的に実施すべき業務（非常時優先業務）を特定するとともに、業務の執行体制
や対応手順、継続に必要な資源の確保等をあらかじめ定める計画である。

道の駅「朝霧高原」ＢＣＰ（令和２年３月作成）
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３．防災機能強化の取組の進捗の報告

令和３年６月
「防災道の駅」
全国で３９駅選定

道の駅「朝霧高原」
「防災道の駅」に選定
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静岡国道事務所

静岡県

富士宮市静岡県警察

管理・運営者
(株)富士山

道の駅「朝霧高原」機能強化方策検討会

３．防災機能強化の取組の進捗の報告
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３．防災機能強化の取組の進捗の報告

（凡例）◎広域進出拠点 ○進出拠点

施設名称 所在地 アクセス 警察庁 消防庁防衛省国交省

山中城跡駐車場 三島市 国道１号 ○

駿河湾沼津SA（下り線） 沼津市 新東名 ○ ◎

足柄SA（下り線） 小山町 東名 ◎ ◎ ◎

東山湖フィッシングエリア駐車場 御殿場市 国道138号 ○

陸上自衛隊駒門駐屯地 御殿場市 国道246号 ◎

陸上自衛隊板妻駐屯地 御殿場市 県道155号 ◎

陸上自衛隊滝ヶ原駐屯地 御殿場市 県道23号 ◎

陸上自衛隊富士駐屯地 小山町 国道138号 ◎

道の駅朝霧高原道の駅 富士宮市 国道139号 ○

清水宍原スポーツ広場 静岡市 国道52号 ○

清水PA（上り線） 静岡市
新東名
国道52号

○

清水PA（下り線） 静岡市
新東名
国道52号

○

浜松SA（上り線） 浜松市 新東名 ○ ○

浜松SA（下り線） 浜松市 新東名 ○

東名高速浜名湖SA（上り線） 浜松市 東名 ○

東名高速浜名湖SA（下り線） 浜松市 東名 ○ ○

湖西運動公園 湖西市 国道310号 ○

【広域的な防災拠点としての主な役割】

・現地ヘリポート ・警察庁の進出拠点
・広域物資輸送拠点

【地理的範囲及び分担】

・富士宮市国道139号沿線唯一の広域防災拠点
⇒山梨方面から県中西部の活動拠点

道の駅朝霧高原【警】

139

山梨方面

活動拠点
（県中西部）

広域物資輸送拠点

航空搬送拠点候補地

海上輸送拠点

製油所・油槽所

進出拠点

広域進出拠点
（名称の下線は、中核給油所が有）

DMAT参集拠点拠点
（名称の下線は、中核給油所が有）

航空機用救助活動拠点候補地

想定震度分布・津波浸水域

想定震度７域

想定震度６強域

想定震度６弱域

想定津波浸水域

※令和2年10月 中部地方幹線道路協議会（静岡県地区会議）資料
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３．防災機能強化の取組の進捗の報告

○「道の駅」は、災害時において地域の避難所や広域的な活動拠点として、防災機能
強化を進め、災害への対応力を向上させる

現状と課題

 南海トラフ地震における静岡県広域受援計画で
進出拠点として位置付け

 富士宮市地域防災計画で防災拠点施設として
位置付け

 国道139号の静岡県と山梨県の県境に位置
 災害時においては、円滑な情報収集・共有体制・
情報発信の確保のため、 「道の駅」の継続的な
運営を実施できる体制づくりの他、立地性を活か
し、広域的な復旧・復興活動拠点として 機能強
化を図ることが必要

＜施設近景＞

強化策

＜施設＞
 防災倉庫を整備
＜体制＞
 R2年度中に感染症対策をBCPへ反映

発揮する機能

救援物資の
中継・分配
機能

広域支援
部隊の一次
集結・ﾍﾞｰｽ
ｷｬﾝﾌﾟ機能

災害医療
支援機能

物資等の
備蓄機能

〇 ○

＜施設配置＞

◆駐車場フラット化 ◆防災トイレ

◆給水施設

◆情報提供施設

◆ヘリポート
◆道路管理者
◇自治体

◇一時的な避難施設（富士市教育訓練センター）

◆無停電設備

道の駅
「朝霧高原」

◆資機材置き場

道路防災施設



至

道の駅「朝霧高原」の防災機能の強化方策

第２駐車場

w

w

富士教育訓練センター
（イベント館）

139

第１駐車場
ヘリポート

調整池

富士教育訓練センター

至 山梨県

至 富士市

①防災倉庫・雪寒基地
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３．防災機能強化の取組の進捗の報告

イメージ（道の駅「茂木」の防災館）



第２駐車場

w

w

富士教育訓練センター
（イベント館）

139

第１駐車場
ヘリポート

調整池

富士教育訓練センター

至 山梨県

至 富士市

至

道の駅「朝霧高原」の防災機能の強化方策

②警察庁の進出拠点の活動スペース

21

３．防災機能強化の取組の進捗の報告

道の駅「朝霧高原」の資機材置き場



第２駐車場

w

w

富士教育訓練センター
（イベント館）

139

第１駐車場
ヘリポート

調整池

富士教育訓練センター

至 山梨県

至 富士市

至

道の駅「朝霧高原」の防災機能の強化方策

③広域物資輸送拠点の活動スペース
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３．防災機能強化の取組の進捗の報告

道の駅「朝霧高原」の多目的広場



第２駐車場

w

w

富士教育訓練センター
（イベント館）

139

第１駐車場
ヘリポート

調整池

富士教育訓練センター

至 山梨県

至 富士市

至

道の駅「朝霧高原」の防災機能の強化方策

④給水施設・非常用自家発電施設の72時間対応
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３．防災機能強化の取組の進捗の報告
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３．防災機能強化の取組の進捗の報告

必要とされる防災機能

72時
間

発電・給水機能は、72時間に未対応



３．防災機能強化の取組の進捗

道の駅「朝霧高原」の防災機能の強化方策
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国土交通省ＨＰ：熊本地震における道の駅「あそ望の郷くぎの」の活用事例



ご清聴ありがとうございました。


